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ジュネーブ（2022 年 2月 28日） - 国連人権専門家*は本日、ロシア連邦に対し、ウクライ

ナに対する侵略を直ちに停止し、不必要かつ無謀な軍事攻撃を中止するよう呼びかけまし

た。彼らは以下の声明を発表する。 

 

"我々は、ウクライナの主権と領土保全に対するロシア連邦の侵略に、集団的に憤慨し、苦

悩している。ある国が他の国に対して武力を行使することは基本的に容認できず、国際連合

憲章の目的および趣旨の核心を突いている。 

 

この軍事攻撃がウクライナの人権の保護と促進に及ぼす結果は、深刻かつ長期にわたるも

のであり、人権および人道法の侵害、民間人の強制移住、環境破壊を通じて、計り知れない

苦痛と回復不能な損害をもたらすだろう。その結果は何世代にもわたって続くだろう。 

 

我々は、ウクライナにいるすべての人の安全と保護について、また、現在その社会のすべて

の構成員の日常生活に浸透し、多くの人が安全のために国を離れることを余儀なくされて

いる根拠のある恐怖について深く憂慮している。 

 

国連憲章は、人権専門家としての私たちの集団的活動の源であり、国家間の相違を解決し、

武力紛争を平和的に防止し、自決権を保護するために明示的に制定されたものである。そう

することによって、国連憲章はすべての人々の人権と基本的自由を保護するための基礎を

確立している。 

 

我々は、既に発生している生命、自由および安全に対する権利の侵害に対して、深い落胆を

表明する。生命に対する権利は、我々の国際法秩序の基礎となる権利であり、他のすべての

権利を行使することを可能にする中核的な人権である。我々はまた、ロシア連邦内の制限を

含む、集会、結社、表現の自由に対する紛争の影響に深く悩まされており、逮捕・拘留され

たすべての人々が、ロシア連邦の国際人権義務に従って一貫して扱われることを求める。 

 

我々は、ロシア連邦に対し、その軍事行動を誰にとっても容認できないものとして明確に非

難している国際社会の集合的な声に耳を傾けるよう強く要請する。 

 

人権専門家として、我々はロシア連邦に対し、民間人の保護に関する戦争法と慣習を含む国

際法の原則を遵守・尊重し、これらの敵対行為を即時かつ無条件に終了させ、ウクライナ国

民が軍事的あるいは外部からの干渉を受けずに基本的権利をすべて行使する能力を回復す

るよう促す。"と述べている。 

 



終了 

 

www.DeepL.com/Translator（無料版）で翻訳しました。 


